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鉄骨切断機等を使用して作業を行う事業者の個さまへ
鉄骨切断機等を製造する製造者の皆さまへ

　　平成25年フ月１日から、鉄骨切断機等も規制対象となる

し……改正「労働安全衛生規則」が施行されます

　平成25年了月１日から、鉄骨切断機、コンクリート圧砕機、解体用つ

かみ機（以下「鉄骨切断機等」という）は、労働安全衛生法令（安徳法

令）上の車両系建設機械の解体用機械として、規制の対象となります。

　これまで鉄骨切断機等は車両系建設機械には該当せす、安衛法令は適

用されませんてしたか、休業４日以上の死傷災害が年間|○○件以上も発

生しており、死亡災害等の圭院な災害も起こっていることから、対象と

することとしました。

　改正労働安全衛生規則（安徳則）の改正のポイントをまとめましたの

で、鉄骨切断機等の車両系建設機械の安全な使用のためにお役立てくだ

さい。

規制対象となる鉄骨切断機等

詰勁詣
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　コンクリート圧砕機

(コンクリート構造物を砕く)
解体用つかみ機

{木造工作物を解体)
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一 鉄骨切断機等は､･安衛法令･による解体用機械として次の義務がかかります。

⑤
��①令10条�②令13条�③令15条 ��⑤令20条 �⑥安衛則　36条�⑦安衛員I

����第1項�④第2項

��機械等貸

与者措置 �構造規格�定期自主検査�特定自主検査�就業制限�特別教育 �その他の規制

Ｇ

号 �解体用機械 �○ �○ �○ �○ �機体重量3t以上�機体重量3t未満�○

(注2)新たな解体用機械の就業制限については､所要の経過措置を設ける。

(注3)7月1巳以降に製造手配したものは改正構造規格の対象となる。

(注4)解体用機械とは､ブレーカ及び鉄骨切断機等をいう。

労働安全衛生法（以下「法」という。）及び関係政省令着により、解体用機械については、

上の表の=･yから=･でについて次の措置が必要です｡
- - = = - = - = - = = - = - = = - = = = = = J - = - ㎞ & ・

①機械等貸与者(リース業者)｢ま､貸し出すに際しあらかじめ､点検､整備を実施(法33条)

②厚生労働大臣が定める構造規格を具備しないと､譲渡､貸与等を禁止(法42条)

③定期自主検査(1年以内、１月以内ごと)を実施(法45条第1項)

④１年以内ごとに行う定期自主検査は一定の資格者が実施く特定自主検査､法第45条第2項)

⑤３トン以上の機体重量の機械の運転の業務は､技能講習の修了者以外Sよ禁止(法61条)

:⑥3トン未満の機体重量の機械の運転の業務に就かせるときは特別の教育を実施(法59条第3項)

｜⑦その他使用上の規制の履行(安衛則第2編第2章第1節)
－ 一 一 = J ■ ■ ■ ■ ■ 曹 一 罰 ¶ 9 9 1 r = = - = = = = - - = = = - - = = = = = - - - - - ・ ･ - - 「

上の恋の厚生労働大臣が定める構造規格（車両系建設機械構造規格）の主な内容は次のとあ

りです。（下線部が今回の改正条文）
･ ･ ･ ･ - ~ - - - - - - - - - - - - - - - - - -
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｜強宜室屋條条　ラ四通但套蔓立ド

)9思笛Ｍ釦．ｱｰﾑ簒の裂疆による借.捻防止刄借(11缶)、発哨奘置(13条)、作業範囲を超えたとき；視監凱豆、皿．皿
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上のアのその他使用上の規制（安衛則）の主な内容は次のとおりです。（下線部か今回の改

正条文）
一 一 一 一

１)構造前照燈(152条)、ヘッド涯二E工藍旦急!

２)使用地形等の調査及び記録(154条)、作業計画(155条)、藍釜等の防止等(157条、

　以Z急立忿､接触の防止(158条)、合図〔159粂)、主たる用途以外の使用の制限(164条)　
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改正のポイント｜ 〔構造関係〕
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ヘッドガード(安衝則第153条) フ
.......｡...........｡｡_...｡......._....｡｡..._｡｡..｡_.....--------一一-------------------1　

岩石の落下等(鉄骨切断物を念ｎ、)により労働者に危険か生するおそれのある場所で解体用機械

　を使用するときは、堅固なヘッドガードを備えたものを便ってください。
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ﾍﾂﾄｉ-ﾄ(岩石等の

落下による危険を防

止するための設備)
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　　　　　の1、2の措置とも､解体用機械に限らず車両系建設機械｢｣ふ｣ﾔ1なJ濡髪混7m｢溜ご11『

　　　　　　す。
　　　　　②２に関しては､路肩､傾斜地等での転倒､転落防止の

　　　　　　ための誘導者の配置やＳ肩の崩壊防止等の措置も徹底　　　　　　

してくたさい。(安価則第157条)

　　　　　　　　-一一一一-一一------------一一一-----一一---一一一--------一一-一一-------一一一一一一一一一一一万匹　　　　　　　　　i

4.._..............-------------------------------------------------------------------1

皿こ
皿危険を防止す1皿　　めの設備）１

｢石蒜¬竺懸劈駝丿懸ざ四か

　　　　　①ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ自体への覆いの取付け　　　　　
②物体の飛来又は激突の強さに応じた　　　　　　

防護設備の取付け

　　　　　③物体の飛来の強さが十分弱い場合、

　　　　　　額面の保護面を有する保護帽等の使用

昌皆い
　づ．_ｊ- Ｊ-一一一一

運転室周りの飛来物防IIE設備の俐

聚上の写具り9n-､yﾔ心降式会社製､同社掟供

聡回言陽願節陽聯贈聯願顕皿牒朧
：４運紅鎧盛夏な蓋置隻(皿

－-J－･

皿ださふＬ

　　　　　　　　　運転室｛運転席を含む｡）前面の飛来物防護措置

�根拠条文 �措置
車両系建設機械ぐﾌ’ﾚｰｶを除

く。）の運転室 �構造規格第9粂第3項 �安全ガラス

プレーカの運転室 �構造規格第9条第4項 �安全ガラスor飛来物防護設備

鉄骨切断機又｢まコンクリート圧

砕機の運転室 �構造規格第９条第５項 �安全ガラス十飛来物防護設備

解体用つかみ楷の運転室 �構造規格第９条第３項 �安全ガラス

運転室のない解体用機械 �安衛則第171条の5 �アタッチメントの覆い､飛来物防護設備又は保護具
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葺廟総海(二

　(解体用機械に限りません)の使用関係〕

言言伴舜聯舜胆憚贈聯作願皿P

１修理､アタッチメント交換時の措置(作業指揮者h豆撒鎧鼠!旦釦

車両系建設機械の修理又はアタッチメントの装着励ま取忿昼七の作業を行うときは、当該作業を

指揮する者を定め、その罰に、フーム等の降下による危険を防止するための安全支柱、安全ブ

ヅ皿り１６６栗の２）の使用状況を監視させてください。

　

※建ａ蜀・亙両安全

技術協会!i併
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一一

　①架台は､専用の架台に限らず､敷角等ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄの倒壊等を｢匹『温焼尽雪毘

　②安定的に地面に置くことができるｱﾀｯﾁﾒﾝﾄにまで架台の使用　
を義務付けているもので｢まありません。

皿

皿
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皿画７こｉ器
皿

　　　①ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄには､鉄骨切断具､コンクリート圧砕具､解体用つかみ具､プレーカユニ｢7函司ｿﾞ万万ス｢昌昌聚昆

　　　②｢バケット､ジッパー等｣の｢等｣には､｢解体用つかみ具｣が含まれ､その場合は最大積　　　

載重量は､最大持上げ重量を示します。

　　　③平成25年6月30日までに譲渡等された機械について､その機械を譲渡等した考は､相　　　

手方の求めに応じてｱﾀｯﾁﾒﾝﾄの重量の情報を提供する必要があります。

　　　４ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ自体にも同様の表示を行うことが望ましいものです。

ｙ皿

し工乙だき公｡_C※容易に確認できる書類とは、取吸説明需のような厚いものでなく、アタッチメ
ントの重Ｓをすぐ確認できる１枚程度のものです，）

義
】

４
】

ｱﾀｼﾞﾁﾒﾝﾄのｺﾝｸﾘｰﾄ圧砕呉〔Ｘ副J

取り茄えられるアタッチメントを有する車両系建設機械への表示は、

　　　製造時

髪造者が次の事項を表示

･装着したｱﾀﾂﾁﾒﾝﾄの重量等

･装着可能な範囲のｱﾀﾂﾃ

ﾒﾝﾄの重量等

‘
‘・
こ

　　　使用時

ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄを交換した使
用者は次の事項を表示

･交換後のｱﾀｯﾁﾒﾝﾄの　
重量等
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改正のポイント３ 〔解体用機械の使用関係〕｀
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1地形等の調査及び記録(安衛則第154粂)　　　　　　　　　　　　:

6....-.....-------------..｡.｡.｡｡｡.ss--一一一一-一一一一--一一一一,-.-s9一一凹～---一一-s一一--一一一一一一一一一一S　

解体用機械を両いて解体作業を行うときは、転落、転倒による労鴎きの危険を防止するため、あら

　かじめ、当該作業に係る場所について地形等(地盤の強度、傾斜等を含みます。)の伏態等を調査

　し、その結果を記録してください。

　　　　　　　----一一-----------------一一ﾐ～～--一 一一一--一一-----------------f-
7iiiii7ぷ･｣。。。)　　　　　"　　　　　　"‾"‾'|

･一一一一一一一一--一一｡､､,-w～-99sgws4-一u------------－-------------－-一肖一凹-----------一一一一一一一一1　

解体用機械を用いて作業を行うとａ｢ま調査により知り司だところに適応する作業計画を定め、その

　作業計画により作業を行ってください。作業計画には、機械の種類及ひ能力、運行経路、作業方法

　(機械の位置や立入り禁止区域等を含ぜ1)を示すとともに、関係労働者に周知してください，

　　　　　※作業計画モデルは宮城労働局ホームページからダウンロード可能です。

　　　　　http,//mlyag･･roudoukyQkuJslte,mhlwgQ,jp/var/｢evO/0ひ45/8536/klnVuurei.pdf

｢l･ 一一一一一一回一回-S回回一回一一--9一回一-gS4--4SS一-一一--－--------－･

主たる用途以外の使用の制限(安衛則第164粂)

’‾｀”“゜--“゛“””””””|　　　　　　　　　　
ｌ

　　　　　　　　　　ｌ
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Ｓ体用機械のアタッチメントにワイヤロープをかけて荷

のつり上げ作業を行う等解体用機械の主たる用途以外の

用途に使用しないでください。

｢7i函函高ぶこﾆ″¨"‾"‾""""""‾‾'‾"'｀'一……“"－'|
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解体用機械については､１年以内ごとに1回､定期に､自主検査を行ってください。

　昌聚混混?昌r昌芒混間配監靉悶ｦ‘３゛ご(゛゛｀．

回: 一一9一一一一一一一回-9回凹肖-凹S一一a---aa･-4aSaS一一一一一一一一一一一

匹
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ｇ体用機械を用いて作業を行うときは次の措置を請じてください。

　－　－　　　－　－一一－

　ら血豆公ここ．

②強風、大雨、大雪等の悪天候のため、作奘の実施について危険か予想されるときは、当該作　
業を中止すること，

声高¬ ①この立入禁止の範囲は､物体の飛来｢コnえ、

　解体用つかみ機によりつかんだ物やアタツチメン　

トに激突されるおそれのある範囲も含まれます。

　カラーコーン等で区分けしてください。

②解体用機械の誘導者も立入禁止区域への立

　入りは禁止されます｡飛来等のおそれのある区域　

外から誘導するようにしてください。

ｇ廻災防謳供



改まのﾎﾟイント４〔薗凶乍巣装謐を有ず七加味治雄械胸勅
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×
Ｍ詞したと

ころでは使

わない

ｿﾞ謳

[巡回]
①逆止め弁は､油圧ホースの損傷等により油圧が急激に低下したときにブームの急

　降下を防止するための弁でブームシリンダーの下部に備えられます｡１月以内の検査　

では､油漏れの有無をﾁｪｯｸします。

②警報装置は､作業範囲を超えてブーム等が操作されたときに唇音を発する装置の　

ことです(下記4の唇音を発する装置)。作業範囲を超えた時に作動するかをチェックし　

ます。

③｢警報装置等｣の｢等｣に｢ま、自動停止装置､ブーム角度計､水準器が含まれます。

　これらが､正常に作動するかをチェックします。

　　　　一一一一--一一一一一一-------"-""'｀“‘≒~s----""""""""""""｀""｀^'^^"1y心　　　　　　　　　　　　:

(.--......-｡｡.｡｡｡..｡｡.......｡--一一一-------------------一一-一一一------------------≒--一一l

匝邑紀’゛＾っ「　　　　　　　　は　－“　　1.に然　ｉ，ゝ一一

　補足項　　①「労働者に危険が生ずる場所」には､傾斜角が5度を超え　ﾉに≒［亘亘］几ぶ瓢昌混梵‰j

』

昌昌雪堤ド

　　　　　　所が含まれます。　　　　　　　　、I一一一一　　　　　

②補強やガードレールを設置した路肩､必要な広さ及び強尚－　　　　　　

度を有する鉄板の敷設や締め固めを行った地盤は､「労働‾‾-‥･　　　　　　

考に危険が生ずる場所」には含まれません。（安衛則第157_ニフI　　　　　　

粂､第157条の2も同様です｡）　　　　　　，ｌ
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ｒ改正のポイント５〔鉄骨切断機等の運転業務関係〕
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之m諧さ廼こ趾た缶m

　　①車両系建設機械(解体用)運転技能講習(以下｢解体用技能講習｣という｡)は､プレーカを[蘇祠‾言訳竺毘澗!昌霖淡雪雲脂昌よ趾ジで　　

平成25年ﾌ月１日)

　　②講習内容が充実したことにより､講習時間｢ま改正前の35時間から改正後は38時間となり　　

ます｡また､整地･運搬･積込み用及び掘削用の技能講習を修了した看に対する特例の講　　

習の時間は､改正前の3時間から改正後は5時間となりますバ詳禰は次ﾍﾟｰｼﾞを参照くださいい　　

③改正前の解体用技能講習を修了した考は､平成25年7月１日以降も引き続きブレーカの　　

運転業務に就くことができます。
　　八････ ･･■■㎜■■㎜㎜㎜㎜　　　　　　■　■■■④

⑤
技能特例講習の種類は､資格､経験に応じて4種類です。（詳細は次ﾍｰｼﾞを参照くださいｊ

国土交通省資格の建設機械施工技士の方も鉄骨切断機等の運転に当たっては､講習の

　　　　　　受講か必要です。ぷ細|ま次ページを参照くださいｊ

Ｆ７こ７ここ二‾こ'二ここ二こｒここ二ここ'ご-こ７"で７７｀７Ｔ“７丁"'-"'-"""‘‘“-－
L1. コ
　1ﾀ　　　　　　　　　　　　　こ芳心
　一回-

　這－

　　①小型車両系建設機械(解体用)運転の業務に係る特別教育(以下｢小型屏休用特別教育｣目こ･引句ごご11訟にこにこご漂鸚器皿沁mltぷ雲匙　　

ものに変わります｡(平成25年7月1日)

　　②教育内容が充実したことにより､教育時間は改正前の12時間から改正後は14時間となりま　　
す。

　　③･改正前の小型解体用特別教育を受けた考は､平成25年7月1日以降も引き続き機体重量　　

3ﾄﾝ未満のプレーカの運転業務に就くことができます。

　　④改正後の小型解体用特別教育の講習科目及び時間は次のとおりです。

1〕学科教育

　走行に関する装置の構造及び取阪いの方法に関する知識
　作業に閔する装百の構造取扱い及び作業方法に関する知識　

運転に必要な一般的知識に関する知識

2)実技教育

　走行の操作

合計

一

作

－

2時間

2.5時間

1，5時間

４時間
３時間

ﾖ性



車両系建設機械(解体用)運転技能講習(国交省資格取得者別)比較表

�改正前車両系建値(解体用)　　
技能講習規程

建設機械施工技士

の資格と軍両系建

設機械(解体用)の

各種技能講習の講

習科目 �卿体用ンルの躊習く第2恥�ンiベル系･ﾄﾗｸﾀｰ系以外(第３彙)�整地･運搬･視込み用及び厦剛吊(トうクター恥(吏4条I�ショベル系

講習科目 �凋習時間

走行に関する装置の構

造及び取扱いの方法に

関する知掬 �4時間 �免除 �免除 �免除
作業に関する装置の構

造.取扱い方法及ぴ作

業方法に陛する知挺 �4菊間 �4時間 �１時間 �免除

運転に必要な一般的祁

項に関する知磁 �2時間 �免除 �D5時間 �免除

関係法令 �１時間 �免除 �05時間 �免除

小l十 �１１時間�４時間 �2胸間 �o鋳問

講習科目 �演習時間

走行の操作 �20時間 �免除 �免除 �免除

作業のための装画の操

作 �4呻問 �4時間 �1時間 �免除

小計 �24時間 �4一間 �１時間 �Q時間

合計 �as時間�e時間 �ａ時問 �ｏ時間

改正俊車両系地機t解体用｝　　

技能講習規程

解体用

フルの

講習

(第2

剥 �ンョベル系･ﾄﾗｸﾀｰ系以外凛4条第3項）�整地･運搬･積込み用及ぴ掘削周防ﾗｸﾀｰ系，C第4条il項ji短縮講習�ショベル系f第4屠場2項丿

講習時間

4時間 �免除 �免諒 �免除

５時間 �６時問�2時間 �１時間

３時間 �05時間 �as時間 �05時間

１時間 �鴎時間�り5時間 �05時間

la時間 �6時間 �3時間 �２時間

講習時間

20時間 �免除 �免除 �免除

5菊間 �5時間 �２時間 �19問

ヱ5時間 �5時間 �２時間 �1時間

経過措置技能特俐講習　
(労働基準局長通達)

第1極

技能特

例講習 �第2程技能特例講習�第3睡包I治持ljll講習�第4種技能特例講習

講習時間

免除 �免除 �免嶮 �２時間

１時間 �1時間 �２時間�25時間

05時間 �05時間 �05時間 �15時間

05時間 �05時間 �Ｍ時間�１時間

２時間 �２時間�3時間 �７時間

凋習時間

免除 �免除 �免除 �免除

免鈴 �１時間 �免除 �免除

○時間 �１時間 �Ｑ時間�○時間

匹四回
(注1)表中ｼｮﾍﾟﾙ系は､建設機械施工技術検定の1縁台柚者でｼ彷ﾙ系の選択芯､2級の第2種合格者､ﾄﾗｸﾀ一系は1縁合格

　考でﾄﾗｸＦ系の選択者､2級の第1、3種合格者､ｼｮﾍﾙ系･ﾄﾗｸＦ系以外は1級合格者でﾄﾗｸﾀｰ系､哨へ･ﾙ系を選択しな

　かった者(ﾓり一ｸﾚｰﾀﾞｰ､締め固め､ほ装用､基礎工事用を選択した者)､2級の笛4､5､6狸合格者を示します。

(注2)技能特例講習は､平成25年6月から平成27年6月30日までの約2年間実施されます。

(注3)技能特例講習の対象看については､それぞれ第1種は改正和の解体用技能講習修了者で6ヵ月以上の鉄骨切斯機等の　

運転経験者､第2種は改正荊の解体用技能講習修了者で6ヵ月未満の鉄骨切断機等の運転経験者､第3種は整地･運搬･　

積込み用及び掘削用技能講習修了者で6ヵ月以上の鉄骨切断機等の運転経験者､笛4種は6ヵ月以上の鉄骨切断機等

　の運転経験者が対象です．
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〆　　　　技能講習修了証の保有状況　　sゝ1

尿両系建設機械4敢体用)運転技能決習修了証 :⇒:
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に二回石こ二
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俗
言

＿･｣一一一価ZI種技能特例講習

"ｙｎ．。や第2種技能特例講習

－J6『'゛》第3狸技能特例講習

‾'慧'1･－う改正後無縮ａ習

．４．ｒ－４ｓ４ｎ回ｌ・

“‘胃'1－一争解体用フル゜講習

◆このリーフレットに関するご質問卿ま、最寄りの都道府県労働賑労崖遡律監督暑

にお問い合わせくださし九

研収柏yレ☆几ﾚﾌﾞ訟μ･．
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